
[20] 多電子原子では水素原子とは異なり、同じ主量子数nでも角運動量量子数l 

(エル)の値が異なると、エネルギー準位が異なる。(エルが大きい方が不安定化する） 

原子によってエネルギー準位は異なるが、おおむね下図のような軌道準位になる。 

（１）一般の多電子原子の電子の詰まり方について、その規則を『パウリの排他原理』、 

  『フントの規則』という言葉を定義しつつ説明せよ。 

（２）この図中にCo原子(原子番号27)の電子配置を書き込め。 

（３）このエネルギー準位図の特徴から、周期表の構造について説明せよ。 

 

多電子原子 
第11回試験 名前 

  



1s 

2s 
2p 

3s 

3p 

3d 
4s 

4p 

4d 

4f 

5s 

5p 6s 

5d 



[21] He原子(原子番号2）の電子のシュレディンガー方程式のハミルトニアンは 

以下のように表される。ただし電子1,電子2の座標を 

        ,         とし、電子1のラプラシアンは例えば 
 

              のように表している。 

   

     は電子1と電子2の距離を表し、 は原点からの距離   を表す。 

 

 

Li原子(原子番号3)の電子のシュレディンガー方程式のハミルトニアン  を 

同様の記法で書き表せ。(核電荷が+3eで電子が3つあることに注意せよ。)  
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